


PDFファイルが破損した時にデータを修復するには？

	

検索:






	当ページ内のリンクには広告が含まれます。


PDF（Portable Document Format/ポータブルドキュメントフォーマット）で作成された電子文書のファイルが、拡張子の状態が破損したりソフトのエラーで開けなくなった時に、読み込み直せるように復元する方法の解説ページです。











当サイトでは、ハードディスクドライブやSSDの内部ファイルの救出、外部接続のPCの機材やシステムを復元する方法、コンピューターの製品が壊れた時の原因と修復をする手順といったリカバリーによるトラブル解決について、詳細を解説しています。また、読み込めない電子機器からの補助記憶装置の取り出しによるレスキューのサポートを行ってもらえる、データ復旧サービスセンターも紹介しています。



データ復旧ポート：PC・HDDファイルの復元方法


　＞　ファイルの破損・エラー
　＞　PDFファイルが破損した時にデータを修復するには？
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PDFファイルが破損した時にデータを修復するには？





PDF（Portable Document Format）のファイルを、新しく作成して保存したものを展開したり、

配布先からパソコンや外付けHDD、NAS、RAIDケースなどに保存したり、

自分でアップロードしたデータを読み込んで開こうとすると たまに、

【Adobe readerで～を開けませんでした。ファイルの種類がサポートされていないかまたはファイルが破損している可能性があります。】

といった、エラーメッセージの表示が出てしまうこともあります。

この場合には、どうすればデータを修復することができる？という疑問について。

目次
	1 ソフトウェアのエラーやバグで文書が開けなくなる原因とは？
	2 「ファイルが破損している可能性があります」と出たら？
	3 ファイルの種類がサポートされていない時は？
	4 PDFの拡張子が破損した時に修復をするには？
	5 失ったファイルをデータ復旧サービスで復元してもらう



ソフトウェアのエラーやバグで文書が開けなくなる原因とは？

まず、破損や読み込みエラーの原因は、ウェブスペース上のファイルマネージャーに、

FTPソフトなどのファイル・トランスファー・プロトコルの機能でアップロードされた時に、

PDFファイルの拡張子が破損して送信されているケースが、まず一つ。

次に、Adobe Readerで頻繁に行われているアップデートの影響で、

プログラムにバグが出てしまっている可能性などが考えられます。

他にも、コンピューターウイルスの感染や、

文書作成側の編集ミスといった不具合の可能性も考えられます。

個人で作成したPDF（ポータブル・ドキュメント・フォーマット）のファイルの拡張子で、

複雑な破損が発生して、バックアップファイルもない、という場合には、

よくわからずに拡張子を書き換えると、かえって余計に壊れるおそれがあります。

そのため、専門のデータ復旧サービスに出して、修復をしてもらう方法が最も安全です。










「ファイルが破損している可能性があります」と出たら？

次に、Adobeから販売されている、

市販のソフトウェアのAdobe Acrobat（アドビアクロバット）などでは、

PDFファイルの作成や編集をすることもできるのですが、

「ファイルの種類がサポートされていないか、またはファイルが破損している可能性があります」

と表示されたり、ソフトのエラーで開けなくなったりして、データが正常に読み込めないケースもあります。

読み込みエラーの修正の対処法としまして、まずは別のホームページに、

同じPDFファイルがある場合は、そちらからアップロードをされてみてください。

文章の破損の具合によっては、文字化けを修復できる各ソフトウェアの機能も試されてみてください。

また、自身で作成されたテキストのデータに破損が見られる時は、

Adobe Acrobatでの記入・編集の間違いがないかどうかを見直してみましょう。

ほか、「ファイルが壊れています。」のPDFエラーから修復するには？という疑問については、こちらのページにて。

あるいは、エクセルやワード、パワーポイントで作成したPDFファイルが、

本来想定していたファイルの大きさと違っていた場合には、

元の編集用の拡張子がありましたら、そちらを見本にして作り直しをするのも、解決策の一つです。

ファイルの種類がサポートされていない時は？

次に、コンピューターの電子上で読むためのAdobe製品の方式のテキストである、

PDF（Portable Document Format）のファイルは、多くのソフトウェアで文章や画像を開くことができるのですが、

「.pdf」の拡張子をサポートされていないユーティリティーも多いです。

その際には、店頭やインターネットのホームページからソフトウェアを購入して開くか、

Adobe Acrobat（アドビ・アクロバット）のソフトウェアで展開をするか、

または読み込み専用のAdobe Acrobat Reader（アドビ・アクロバット・リーダー）でデータを開いて購読ができます。

PDFの拡張子が破損した時に修復をするには？

 




次に、PDFのファイルをインターネット上で送信するのに失敗してしまったり、

ネットワーク上に転送したファイルがなぜか開けない、という場合に修復をする方法について。

まず、対象のPDFのページ数が数百～千以上と、かなり拡張子のサイズが重い場合は、

ウェブブラウザですぐには開けないことがあります。

また、転送に失敗して、対象のPDFなどのファイルが破損していた場合も同様です。

その際には文章や画像、ページ数を減らしたり、ファイルを複数に分けて保存してから再度の転送をしたり、

違うFTPソフトウェアを使うなど、別の方法でのアップロードを試してみてください。

またネット上で、何かのコンテンツであるPDFファイルの拡張子自体は入手できるけれど、

なぜか破損していたり、一度開けたデータが後に壊れてしまった場合は、

専用のプログラムの復元ツールで検出して、損壊した拡張子の修復をされてみてください。

ほかにもインターネット上には、たとえばiLovePDF 様の運営されている、

PDFファイル修復のツールといった復元機能のサービスもあります。

あるいは、PDFファイルを誤って削除したり、フォーマットして消去してしまった、という場合は、

『ファイナルデータ』などのソフトウェアで直す方法もあります。

失ったファイルをデータ復旧サービスで復元してもらう

しかし、電子文書のテキストのファイルを削除してから長時間たっていたり、HDDが壊れている時には、

一般の個人では専門の機材やシステムの有無などで、直せない場合も多いです。

中身が非常に大事な内容の文章で、できる限り確実的に破損を直したい、という場合には、

プロのデータリカバリーサービスにて、PDFファイルの復元の措置や、

コンピューター上での読み込みの修復の作業を行ってもらわれることをお薦めします。















関連ページ



	
 




エクスプローラーが応答なしと出てデータが開けない時の復旧
	
 





エラーを修復する時にデータファイルが直らない時の回復方法









前のページ｜次のページ



	 




 HDD Regeneratorでハードディスクの故障を修理
	 




 バックアップファイルからのデータの復元方法の一覧
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	主にコンピューター上で取り扱うファイルを損失した時に復元する方法やデータ復旧のサービスセンター、また失ったファイルのレスキュー作業を行うテクノロジーに関連する、それぞれのコンテンツの分野、ＨＤＤやメモリーカードなどの補助記憶装置といった電子機器の種類ごとにエントリーページを区分けした、一覧ページのリストです。

	データ復旧とは？
故障の状態を検査
修復の料金・価格
データ復旧サービスセンター
都道府県別の専門業者の一覧
ハードディスクドライブの救出
RAID・ミラーリング
外付けHDD
SSDの救出
サーバーダウンの復帰
NAS・LANDISKの不調
TeraStation
LinkStation
レコーダー

デスクトップパソコン
デバイスが認識しない
ノートパソコン
パソコン修理とは？
起動しない状態でのリカバリー
PC初心者向けのヘルプ
	USBメモリー
SDカードのデータのレスキュー
メモリーカード
リムーバブルディスク
CD-R/RW
DVD-RAM/RW
ブルーレイディスク
デジタルカメラの写真を復活
ビデオカメラ動画の回復
MOのサルベージ
FD：フロッピーディスク
壊れたPCの部品交換
Windows
Macintosh
Linux・Ubuntu OS
データベースの修復
ファイルの取り出し
ポータブルHDD
モニターの画面が開かない
ウィンドウズのOSの修復
	コンピューターの修理
ごみ箱の削除後の復元
上書き保存を元に戻す
フォルダーの消失
消去した拡張子を直す
初期化・フォーマット後
ファイルの破損・エラー
プログラムが開けない
システムのリカバリー
電子メールの復活
バックアップから復活
ソフトウェアでの復元
パーティションの内部ファイル
Excel・Word Office
セキュリティの設定
インターネットのトラブル解決
スマートフォン・iPhone
タブレット端末・iPad
パーツの性能と動作環境
ウェブ上のディレクトリ







概要
パソコンの本体や外付けのハードディスクドライブ、サーバーやNAS、RAIDといった電子機器から、写真の画像や文書、メールや住所録、計算表などの必要なデータを失った時に復旧する方法を解説しています。
また、システムエラーやフォーマットなどの操作のミスによりファイルを消失してしまうアクシデントの事例と、そのリカバリーによる対処の手段や故障の修理の手順など、コンピューターの分野のお役立ちの知識や、データ復元のサービスセンターの業者を紹介しています。
「データ復旧」とは、デスクトップPCのWindowsのエクスプローラーやmacOSのFinderから消えたファイルを復元したり、またノートパソコンの内部からの救出、外部のハードディスク・SSDの読み込みの復活やサーバーの復帰、USBメモリからの回収、RAIDからのリカバリー、LinkStationやTeraStation、LANDISKなどのNASが故障した時のレスキュー、といった対処方法を指します。
ファイルを保存するためのストレージに書き込みしていた拡張子やフォルダーを、誤って消してしまったり、中身の部品や周辺機器が故障してデバイスドライバから読み込みができず開けない時に、回復用のシステムなどを使って修復を実行、または専用の機器を分解してから取り出して、移し変えて救出をしてもらうサービスセンターと、そちらでのサルベージの作業にあたります。
ハードディスクドライブなどの部品といった、損壊したボリュームからデータファイルを抽出する際には、先にコンピューターまたは周辺機器のハードウェアの、初期の検査による機材の状態の分析で見てもらえます。





当サイトの解説ページの一覧
当ホームページの各種コンテンツの解説とヘルプ案内のページの一覧リストです。
【概要事項】　【About（プロフィール・沿革）】　【サイトマップ】　【免責事項・著作権】　【プライバシーポリシー】　【掲示板・メールフォーム】

複雑な構造のパソコンやサーバーといった電子機器、または内蔵されている補助記憶装置（ストレージデバイス）が損壊した時には、基本的に個人ユーザーでドライブ内部の拡張子を取り出すことは難しいため、ファイルのリカバリーのサポートを実施された、専門のデータ復旧サービスにて行ってもらわれることを推奨します。
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